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図　面　名図面番号

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

機　械　設　備

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

Ｍ－０５

Ｍ－０６

Ｍ－０７

Ｍ－０８

―機械設備改修工事 特記仕様書

―

１：１５０

１：１５０

１：１５０

空調設備　機器表(新設)

空調設備　1階平面図(新設)

空調設備　2階平面図(新設)

空調設備　2階平面図(撤去)

空調設備　仮設平面図1(参考)

空調設備　仮設平面図2(参考)

―

１：１５０

１：１５０

１：１５０

電気設備改修工事 特記仕様書 ―Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

Ｅ－０４

１：４００配置図・付近見取り図

１：１５０

１：１５０

空調動力設備　2階　平面図

空調動力設備　1階　平面図

動力盤図 ―

Ｍ－１０

空調設備　機器表(残置・撤去)

空調設備　1階平面図(残置・撤去)



○ 配管材料

既設 ○ 銅管 ○ 耐熱性塩ビライニング鋼管 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） ○

改設 ○ ステンレス鋼管(SUS304) ○ 耐熱性塩ビライニング鋼管 ○

○ 弁類 給水設備の当該事項による。
○ 湯沸器の排気筒 厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。
○ 保温

○ ステンレス管の接合方法 　イ）呼び径６０ＳＵ以下 ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

　ロ）呼び径７５ＳＵ以上○ 溶接接合 ○ ハウジング形管継手による接合 ○ フランジ接合

給

湯

設

備

膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む。

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。

（保温の種別は標準仕様書第２編３．１．５表２．３．５のｈ・（イ）・Ⅸとする）

撤

去

工

事

発

生

材

処

理

撤去工事

等）、保温材（ロックウール、グラスウール、ポリスチレンフォーム等、その他、（コン
クリート破片等）等に分けて分別収集する。

その他発生材の処理については、一般共通事項10.発生材の処理による。

発生材

産業廃棄物

　 発生材は、金属（鉄、アルミニウム、ステンレス等)、樹脂（プラスチック、ビニル管

　 産業廃棄物の処理は、収集から最終処分までをマニフェスト交付を経て適正に処理する。

  空調設備 　給排水衛生設備　　○○● ○● ○●

○●

○●

○●

●

オイルタンクの廃止処理(砂埋め処理)

・オイルタンク処理について関係法令に従い処理すること。

●

○ ダクト 既設 亜鉛鉄板 ○ 普通鋼板（厚１．６㎜以上）

普通鋼板（厚１．６㎜以上）○亜鉛鉄板改設 ○

○ 排煙口の形式 既設

改設

○

○

○

スリット形

スリット形

○

○

パネル形

パネル形

○

○

ダンパー形

ダンパー形
○ 排煙口の開放装置 既設

改設
○ 排煙風量測定方法

排

煙

設

備

○

○

電気式（遠隔操作機能 ○ 有 ○ 無）

電気式（遠隔操作機能 ○ ○要 不要）

建築設備定期検査業務基準書平成20年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

○ 準拠事項 ［ 空気調和設備の当該事項に準ずる。］
○ ダクトの区分 ○ ○ チャンバー長方形ダクトの工法 ○ 塗装○ 風量測定口 ○ 防煙ダンパー

○ ○ 既設 ○ 新設（ ○ ○

○ 厨房用排気ダクト アングルフランジ工法ダクトとする。

既設 ○ 亜鉛鉄板 ○

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304) (板厚は衛生器具表空調1の厨房排気ﾀﾞｸﾄの板厚表による)改設 ○ 亜鉛鉄板 ○

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304) (板厚は衛生器具表空調1の厨房排気ﾀﾞｸﾄの板厚表による)

○ 厨房用排気フード 既設　材質（天幕とも） ○ ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）
○ 有 ○ 無

○

改設　材質（天幕とも） ○ ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４） ○

○ 取り付ける ○ 取り付けない

改設　フードコック ○ 取り付ける ○ 取り付けない
○ 多湿箇所の排気ダクト

水抜き管 ○ ○

○ 保温

換

気

設

備

別途 本工事　）

要 不要

改設　フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）

既設　フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）

厨房系統、浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統のダクトのシールは標準図のＮシール＋Ａシール+Ｂシールとする。

空気調和設備の当該事項による他、全熱交換器の給気ダクトの保温を行う。

開放形湯沸器用排気フード

○

ニ）油管、油用通気管（一般） 既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（黒） 改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（黒）
（地中） 既設 ○ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管 改設 ○ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） 改設 ○ 耐熱性塩ビライニング鋼管

Ⅰ．工事概要

Ⅱ．工事仕様

印の付いたものを適用し、　印の付いたものは適用しない。

適用区分

風速（Ｖｏ＝　　　　　ｍ／ｓ）

地表面粗度区分（　　　　　　　　　　　）

建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　）

風圧力

積雪荷重

なし 有り

再使用品の特別な清掃等

再使用品の状態及び

性能・機能確認

材料・機材の品質等

章 項 　 目 特 　 記 　 事 　 項

耐震措置 耐震措置の計算及び施工方法は，次に示す事項以外，すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省

（１）機器の据付け及び取付け

設　　計　　用　　標　　準　　水　　平　　震　　度

設　置　場　所 特　定　の　施　設 一　般　の　施　設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階、屋上及び塔屋

　２．０ 　１．５ 　１．５ 　１．０

中間階

１階及び地下階

　２．０ 　２．０ 　２．０ 　１．５

　２．０ 　１．５ 　１．５ 　１．０

機　　器

防振支持の機器

機器種別

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

　１．５ 　１．５ 　１．５ 　１．０

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器

防振支持の機器

　１．０ 　０．６ 　０．６ 　０．４

　１．０ 　１．０ 　１．０ 　０．６

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

水　　槽　　類

水　　槽　　類

設計温湿度 外気条件

夏季

冬季

屋内（調整目標）

一般系統

ばい煙濃度計○ 取付箇所は図示による。
○ 煙突 ○ 別途 ○ 本工事（鋼板厚 ｍｍ、高さ ｍ以上） 既存再使用
○ 煙道

ダクトの区分 既設 低圧ダクト 改設 低圧ダクト

空

気

調

和

設

備

○ 長方形ダクトの工法 既設 改設○ アングルフランジ工法 ○ コーナーボルト工法（共板又はスライド）
○ 風量測定口
○ 防煙ダンパー イ）復帰方式 ○

ロ）復帰動作 ○ 順送り
○ 配管材料 イ）冷温水管

ロ）冷却水管

ハ）蒸気管（給気管）

（還水管）

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） 改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白）

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） 改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白）

既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（黒） 改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（黒）

既設 ○ 圧力配管用炭素鋼鋼管(黒)(Sch40) 改設 ○ 圧力配管用炭素鋼鋼管(黒)(Sch40)

ヘ）空調用排水管 既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） 改設 ○

ト）冷媒管 既設 ○ 断熱材被覆銅管 改設 ○ 断熱材被覆銅管
○ 弁類 ○ ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ ○ ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ
○ 鋼管用伸縮管継手

○ ベローズ形 ○ スリーブ形
○ 温度計
○ イ）止水コック付とする。（瞬間流量計 ○ 着脱形 ○ 固定形）

○ １００Ａ用 ○ ２５０Ａ用 を付属する。
○ チャンバー イ）内貼チャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

保温

○ 不要 ○ 要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

ニ）外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温 ○ 要 ○ 不要

居室露出部 保温化粧ケース（樹脂製） ○

屋外 保温化粧ケース（樹脂製） ○ 保温化粧ケース（ＳＵＳ製）
○ 塗装 下記の部位に使用するダクトには塗装を行う。　　　　　　　　　

○ 図示○

機 械 設 備 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（

修標準仕様書に記載されていない事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

２．特記仕様

建築基準法に基づき定まる風圧及び積雪荷重の算定は次の条件による。

第１７９３号（最終改正　昭和６２年建設省告示第１９１８号）による。

次に示す設計用標準水平震度と地域係数を乗じたものとする。地域係数は、昭和５５年建設省告示

設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、

取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラー等への補給水管

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

円形指示計とする。

ロ）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系統で消音内貼りし

たチャンバーには、点検口を設ける。なお、大きさは図示による。

ハ）還気ダクトの保温

ヘ）冷媒管の保温外装

ホ）排気ダクトは外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）

遠隔式（電気式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下））

建　物　名　称 構　　造
階数

備　考
地上 地下 塔屋

延面積（㎡）
別表第１の区分

消防法施行令

工　　　　　　　　　事　　　　　　　　　種　　　　　　　　　別

工事種目

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

建物別及び屋外

５.指定部分

６．設備概要　（　　印の付いたものを適用する。）

方　　　　　式 設　　　備　　　概　　　要

空気調和方式

排水方式

給湯方式

消火設備方式

ガス設備方式

中央方式

個別方式

（１）

（２）

雑排水

汚水放流先

建物内の汚水と雑排水［既設］

［既設］

［既設］

自動制御方式

給水方式

直接暖房 ［既設］

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ・ﾀﾞｸﾄ併用方式 ［改設］

［改設］

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ・ﾀﾞｸﾄ併用方式

［既設］
［既設］

［改設］電気式 電子式電気式 デジタル式
水道直結方式 高置タンク方式 高置タンク方式水道直結方式［改設］

分流式

［改設］

［改設］

［改設］

下水道直放流 下水道直放流

下水道直放流 下水道直放流

浄化槽

浄化槽

浄化槽

浄化槽

スプリンクラー設備

屋内消火栓設備

［既設］

［既設］

［既設］

［改設］

［改設］

［改設］

湿式

湿式

窒素連結送水管

都市ガス（種別 、高位発熱量 MJ/m3(N) 低位発熱量 供給圧力MJ/m3(N)、 Ｐａ）

供給事業者名 液化石油ガス

機械設備工事編）（最新年版）」（以下，「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境

課監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新年版）」（以下，「標準図」という。）による。ただし，改

（最新年版）」（以下，「標準仕様書」という。）による。

電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

なお、電気設備工事の特記仕様は（　／　）図，建築工事の特記仕様は（　／　）図による。

（1）本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能を有するもの、又は同等のもの

とする。ただし、製造業者等が記載されている場合で同等品を使用する場合は、あらかじめ監督

職員の承諾を受ける。

（2）別表に示す材料・機材等を使用する場合の製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たす

ものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す

書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。（なお、システムとして機能するものに

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。）

別　表　（品質及び性能に該当する材料・機材等）

ﾏﾝﾎｰﾙふた･弁桝ふた

電気集じん器

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ消火ｼｽﾃﾑ

斜流送風機

厨房ｼｽﾃﾑ

全熱交換器(回転形､静止形)

軸流送風機

自動制御ｼｽﾃﾑ

FRP製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ

横形遠心ﾎﾟﾝﾌﾟ

自動巻取形ｴｱﾌｨﾙﾀｰ

遠心送風機(多翼形送風機)

消音ﾎﾞｯｸｽ付送風機

立形遠心ﾎﾟﾝﾌﾟ

衛生器具ﾕﾆｯﾄ

泡消火ｼｽﾃﾑ

ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式空気調和機

風量ﾕﾆｯﾄ(定風量･変風量)

ｴｱﾌｨﾙﾀｰ(ﾊﾟﾈﾙ形､折込み形､袋形)

水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ(汚水用､雑排水用､汚物用)

不活性ｶﾞｽ消火ｼｽﾃﾑ

密閉形隔膜式膨張ﾀﾝｸ(空調用､給湯用) ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ(溶接組立形､ﾎﾞﾙﾄ組立形)

真空式温水発生機(鋼製･鋳鉄製)

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ及びｶｾｯﾄ形ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ コンパクト形空気調和機

ユニット形空気調和機

鋼製小型ボイラー

小形吸収冷温水機ユニットチリングユニット

遠心冷凍機

鋼製ボイラー

鋳鉄製ボイラー

パッケージ形空気調和機

冷　　却　　塔

直だき吸収冷温水機

鋼製簡易ボイラー

○ 機材の承諾図
○ 環境への配慮

機械設備工事機材承諾図様式集（最新年版）によるほか、監督職員の指示による。

1）国等による環境物品等の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基準は、「環

境部物品等の調達の推進に関する基本方針」による。

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上

塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図

書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

ない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデデヒド、

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有し

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

に該当する材料を指し、同区分｢第三種｣とは次の③又は④に該当する材料を指す。

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

発散建築材料以外の材料

3）設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、｢規制対象外｣とは次の①又は②

○ ○ ○技能士の適用 配管施工（配管工事）

冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

建築板金施工（ダクト製作及び取付け） 熱絶縁施工（保温工事）

仮設工事

○

足場その他

本工事で設置する。

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に　

当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

○設けない 設ける（規模及び仕上げの程度、設置する備品等の種類及び数量は補足説明事項による）

監督職員事務所

 (建築工事の部）特記仕様書による。

における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

種別 Ａ種 Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 Ｅ種 ○○ Ｆ種 Ｇ種外部足場

防護シート ○ 設置する ○ 設置しない

種別 Ａ種 Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種 ○ Ｆ種内部足場
○

○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 Ｅ種

材料、撤去材等の運搬方法　（建築工事編２．２．１　表２．２．２による。）

種別

Ｃ種○Ｂ種○Ａ種○種別○ 仮設間仕切

既設部分の養生 行う ○ 行わない

火気の使用 建築物内での火気の使用は原則として行わない。
○ 施工調査 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）によるほか下記による。

事前調査 ○ 本工事 ○ 別途

調査項目 ○

調査範囲 ○ 図示 ○

調査方法 ○ 図示 ○

電動機
○ 完成時の提出図書

○ 電源周波数 ５０Ｈｚとする。

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使

用権は、発注者に譲渡するものとする。

完成図等 ○

写真 工事用、完成用ともカラーとし、監督員の指示による。

完成図等

電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。

その他書類 監督員の指示による。　　　　　　　　　　

改修標準仕様書1.8.2～1.8.4による。　　　　　　　　　　　　　　

○ 容量等の表示 イ）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

ロ）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

○ 埋戻し及び盛土 種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

ハ）下記の撤去資機材等については定性分析調査を行うものとし、採取部位及びサンプル数は監督職員
○と協議する。なお、調査にかかる費用は、 本工事○ 別途　とする。

○ 熱源機器

調査方法（ ○ 型番確認の上製造者ヒアリング ○ ）

ロ）下記の撤去資機材等についてはアスベスト含有製品調査を行い監督職員に報告する。

調査範囲（ ）○

配管接合材(石綿ジョイントシート） ダクトパッキン(石綿テープ）

煙道用パッキン(煙道伸縮部：石綿ロープ）保温外装材(アスベストセメント）

煙道用パッキン(壁貫通部：アスベスト）保温外装材(特殊石綿板）

たわみ継手保温材(石綿入りけいそう土保温材1号）

イ）下記撤去部位は、石綿含有製品が使用されており、原則、調査不要とする。

国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修２０１４年版）による。

○ 溶接部の非破壊検査 対象配管系統 ○ 冷温水 ○ 冷却水 ○ 消火（水用） ○ 油 ○ ガス

支持及び固定 標準仕様書記載以外の天井吊形､ｶｾｯﾄ形､天井隠ぺい形の機器の支持は､吊り用ﾎﾞﾙﾄで行い､振れ止めを施したものとする｡
○ 支持金物・固定金具 イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製（ＳＵＳ３０４）と

し、屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。
○ 地中埋設標等 ○ 地中埋設標（図示の位置） ○ 埋設表示テープ
○ はつり 既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴開けは原則としてダイヤモンドカッターによる。
○ 非破壊検査 イ）放射線透過検査等による埋設物の調査 ○ 行わない ○ 行う

ロ）範囲は監督職員の指示による。
○ あと施工アンカー 接着系アンカー（接着剤は有機系とする） ○ 金属拡張系アンカー（※本体打込式）

イ）性能確認試験

ロ）施工後確認試験

○ 行わない ○ 行う

○ 既設インサート他 既設インサート及びアンカーボルト ○ 使用しない ○ 使用する

配管の試験 既設配管系統の試験 給　水

排　水

冷温水

冷却水

○ 行わない ○ 行う
○ 行わない 行う
○ 行わない ○ 行う
○ 行わない ○ 行う

試験方法 給　水

排　水

冷温水

冷却水

○

○

○

○

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

注1）上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合

は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

○ 一般の施設 特定の施設）とする。イ）本施設は（

ロ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものを除く）においても耐震を考慮し、

据付又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

ハ）重要機器は次のものを示す。

給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

換気機器

空調機器

熱源機器

防災設備

監視制御設備

危険物貯蔵装置

火を使用する設備

避難経路上に設置する機器

冷媒（フロン系）回収 冷凍機等の撤去に伴う冷媒回収方法は次による。

ただし、冷媒回収の費用は（ 本工事 ○ 別途）とする。

電線類

○ 塗装

保温外装

○ 他工事との工事区分 工事区分表による

○ 絶縁継手取付箇所

○ 建物導入部配管の変位 図示の箇所に施工する。施工方法は下記による。

標準図 ○

○ ○

吸収 （ａ）　）

（ｂ） （ｃ）　）

○ 弁等のサイズ 特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

○ 総合調整 ○

○ 風量調整
○ 室内気流及びじんあいの測定

○ 水量調整
○ 騒音の測定 ○ 飲料水の水質の測定

○ 室内外空気の温湿度の測定

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定報告書を提出する。

工事対象部位の個別試運転調整を行い、下記の測定報告書を提出する。

施工４（

図示による。

施工５（

ただし、配管・ダクト・機器等の天井つり下げ用アンカーには、接着系アンカーを使用しない。

行わない ○ 行う○

屋内露出の保温外装は、合成樹脂カバー2とする。

保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管（鋼管）、ダクトには塗装を行う。

図示による

電線及びEМケーブルは標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

（１）冷媒の回収の方法は、改修標準仕様書第3編2.4.3により、次の書類を監督職員に提出する。

イ）フロン回収工程管理表の写し

ロ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し

○

○ 図示による。

煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ、３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。

煙道径４００ｍｍを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付ける。

○

ロ）着脱形の流量指示部（ ４０Ａ用○ 個、 個、 個）

ロ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ２・（ハ）

）とし、厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

制気口ボックス内面（居室・便所の見えがかり部）

○ 中央監視制御装置 ○ ○ ○ ○

○ 中央監視制御装置の

構成・機能

イ）中央監視制御装置の構成・機能は別紙による。

ロ）中央監視装置のソフト追加、変更及び機能変更 ○ ○

○ 計装用配線 電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。
○ 電動弁 開閉状態の遠方表示用接点を ○ ○

○ 弁耐圧 ○

○ 大便器洗浄方式 既設 ○ ○

改設 ○ ○

○ 小便器自動洗浄 既設 ○ ○

改設 ○

○ 器具付属水栓 固定こま式（節水こま式）とする。
○ 自動水栓 電源供給

手動スイッチ

○ ＡＣ１００Ｖ ○ 乾電池 自己給電
○ 要 ○ 不要

○ 温水洗浄便座
○ 紙巻器 ワンハンドカット機能 ○ 要 ○ 不要

○ 量水器 ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○○

○ 量水器桝 既設　親メーター用 ○ 水道事業者指定品 ○ 標準図

既設　子メーター用 ○ 標準図 ○ 水道事業者指定品

改設　親メーター用 ○ 水道事業者指定品 ○ 標準図

改設　子メーター用 ○ 標準図 ○ 水道事業者指定品

配管材料 イ）一般配管

ロ）屋外地中用

ハ）土間配管用（厨房、浴室等のシンダー内含む）

既設 改設

既設

改設

既設

改設

○ ○

○

塩ビライニング鋼管（○

塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

○

○ ビニル管（ ○ ○ ポリエチレン管○

○ ポリエチレン管 ○ 水道配水用ポリエチレン管

○

○

塩ビライニング鋼管（ＶＤ）
○ 弁類 イ）水道直結部分 ○ ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

ロ）その他の部分 ○ ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ ○ ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ
○ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

○ 不凍水栓柱 化粧ケーシング（ ○ アルミニウム合金製 ○ 合成樹脂製　）
○ 給水栓 イ）屋内（○ 一般水栓 ○ 耐寒水栓）屋外（○ 耐寒水栓 ○ 一般水栓）耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

ロ）湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。
○ 埋設深さ イ）一般敷地内（ ０． ｍ以上）

ロ）敷地内車両道路（ ０． ｍ以上）
○ 保温

○ イ）呼び径６０ＳＵ以下 ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足した継手による接合

ロ）呼び径７５ＳＵ以上 ○ 溶接接合 ○ ハウジング形管継手による接合 ○ フランジ接合

配管材料 イ）屋内汚水配管 既設 ○ メカニカル形排水用鋳鉄管 鉛管 ○

改設 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ） ○ 排水用鉛管 ○

ロ）屋内雑排水管 既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白） ○ 鉛管 ○

改設 ○ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ） ○ 排水用鉛管 ○

ハ）通気管 既設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白）

改設 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）○ ○

ニ）屋外汚水、雑排水管

○ 満水試験継手 図示の位置に取り付ける。
○ 台所流し等の排水管 台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

ヘ）ポンプアップ管（雑排水・湧水系）

ホ）ポンプアップ管（汚水系）

既設 ○ コンクリート管 ○

改設 ○ ビニル管（ＲＳ－ＶＵ） ○ ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

既設 ○

改設 ○ 排水用塩ビライニング鋼管（圧送ＭＤ） ○

既設 ○

改設 ○ 配管用炭素鋼鋼管（白）（圧送ＭＤ）

有り（ 新設 既設） 無し

有り 無し

設ける 設けない。

Ｍｐａ

洗浄タンク方式 洗浄弁方式（不凍結節水弁付）

洗浄タンク方式 洗浄弁方式（不凍結節水弁付）

個別感知方式とする。（ 小便器一体型 小便器分離型）

個別感知方式とする。（ 小便器一体型 小便器分離型）

既設　親メーター 直読式 パルス式 貸与品（隔側メーター 有 無）

既設　子メーター 直読式 有 無）パルス式 買取り（隔側メーター

直読式 パルス式 貸与品（隔側メーター 有 無）

直読式 有 無）パルス式 買取り（隔側メーター

改修　親メーター

改修　子メーター

ＰＡ ＰＢ）

ＶＰ

ビニル管（ＶＰ）

ステンレス管の

接合方法

自
動
制
御
設
備

衛
生
器
具
設
備

給

水

設

備

排

水

設

備

ＨＩＶＰ）

加熱方式は ○ 瞬間式 貯湯式

イ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ２・（ハ）

）とし、厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

３．建物概要

１．工事名称

２．工事場所

● 印のついたものが対象工事）４．工事種目（

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

無し

有り　　範囲：

○

○

●

○

○

○

○

○○

○

○

○

○ ○ ○

○○

○○

○ ○

○○

○

○

○

○○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○

○○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

合流式 分流式 ○○ 合流式

湿式

湿式

● ○

○

○

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○○

○

○

○

●

●

○

○

○

○●

●

●

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

●

●

● ●

●

●

●

● ●

工事期間中停止させない機器

2）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の①

から④までを満たすものとする。

アスベスト含有製品調査

適用する工事実績情報の登録(工事ｶﾙﾃ)

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は製造者規格による標準品としてもよい。

○ 中央方式 ○ 個別方式 ○ 中央方式 ○ 個別方式

ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(ＰＢ）

通水試験

○

厨房機器設備

汚水処理設備

○

○

○

○

○

○

○

○

２

○

●

屋内
●

［改設］● パッケージ形空気調和機［既設］ 温風暖房機 パッケージ形空気調和機●○

●

●

●

●

●

● ●

●

○

●●

○ ○

●

●

● ●

●

注2）中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

●

●

●

●

●

●

●

温度(DB)

%

%

湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)
% ℃ ℃ %

℃ % ℃ ℃ %
80℃

℃
25.0

80

℃32.1

-7.8
26.0
22.0

60
77 50

50

20.0

%

%

系統　　調理室系統

RC造 1，492.90

● ［既設］●

●

○ ○ ○

M-01

図面番号年月日

縮　尺

記

事

工事名称

図面名

機械設備改修工事特記仕様書

宮古市　川井第２地割　地内

宮古市

●

○

●

北上山地民俗資料館

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

○ 外壁材

○●

●

屋外

●

●

● ●

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管● ●

イ）建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし(空気抜き弁も含む)、仕様は冷温水管の項による。

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

○●●

○

※図面M‐07参照

● ●

● ○

●

●

●

●●

●



Ｎ

至
宮
古

閉伊川

閉伊川

川井小学校

河川公園

川
井
大
橋

至盛岡
ＪＲ山田線

ＪＲ
陸中川井駅

至宮古

ＪＲ山田線

第5地割

至盛岡

P

うちさわ
食事処

診療所

県道陸中川井停車場線

第2地割
川 井第2地割

川 井 川井郵便局

国道106号線

川井

川井中央支店
ＪＡ岩手宮古

高齢者福祉センター
むつわ荘

川井保健センター

付近見取図

Ｎ

宮古市川井総合事務所

　配置図 S:1/400　

北上山地民俗資料館
（改修建物）

工事場所

宮古市川井第2地割　地内

宮古市川井総合事務所

浄化槽

キュービクル

配置図・付近見取り図

図面番号年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事

工事名称

図面名

1/400

北上山地民俗資料館

宮古市

GL±0

擁壁

GL+2500

GL+3500

北上山地民俗資料館空調設備改修工事
M－02

オイルタンク



年月日

記　号 名　　　称 系　統　名 仕　　　　　　　　様 数量
電　動　機

Φ ＫＷＶ
備　　考 記　号 名　　　称 系　統　名 仕　　　　　　　　様 数量

電　動　機

Φ ＫＷＶ
備　　考

冷　暖　房　機　器　表 （新設）

ACP-1

空調機

パッケージ型

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200

(2)ﾘﾓｺﾝ設置位置は監督員と協議により決定のこと。

特記事項 (1)冷房能力及び暖房能力は標準条件時(JIS B 8616)の能力を示す ｡

型　　式

14.0（4.6～16.0）kW

16.0（4.0～20.8）kW

4.22

4.60

図書室

天井吊り形（CR）

空冷ヒートポンプエアコン(シングル)寒冷地用 4

リモコン・架台

ACP-1

空調機

パッケージ型

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200型　　式

ACP-5

14.0（4.6～16.0）kW

16.0（4.0～20.8）kW

4.22

4.60

天井吊り形（CR）

空冷ヒートポンプエアコン(シングル)寒冷地用

ACP-2

空調機

パッケージ型 型　　式

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200 1空冷ヒートポンプエアコン(シングル)寒冷地用

7.1（2.4～8.0）kW

8.0（2.0～12.6）kW

1.92

1.99

企画展示室２

壁掛形（WR)

空調機

パッケージ型

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200型　　式

14.0（4.6～16.0）kW

16.0（4.0～20.8）kW

4.22

4.60

天井吊り形（CR）

空冷ヒートポンプエアコン(シングル)寒冷地用

1

1

リモコン・架台

リモコン・ドレンアップメカ・架台

リモコン・ドレンアップメカ・架台

企画展示室１

映像展示室

空調設備　機器表（新設）

図面番号

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事

工事名称

図面名
宮古市

ACP-3

ACP-4

ACP-6

ACP-8

空調機

パッケージ型 型　　式

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200

空調機

パッケージ型 型　　式

付 属 品

暖房能力

冷房能力

天井カセット形（CK-4）

3 200

天井吊り形（CR）

10.0（3.3～11.2）kW

11.2（2.8～15.7）kW

2.71

2.88

事務室 空冷ヒートポンプエアコン(シングル)寒冷地用

空冷ヒートポンプエアコン(シングル)寒冷地用

10.0（3.3～11.2）kW

11.2（2.8～16.1）kW

リモコン・化粧パネル・架台

2.25

2.31

1事務室

空調機

パッケージ型 型　　式

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200 1

壁掛形（WR)

リモコン・架台

休憩室 空冷ヒートポンプエアコン(シングル)

3.6（1.4～4.0）kW

4.0（1.0～5.4）kW 0.99

0.89

3

郷土資料室

管理事務室

空調機

パッケージ型 型　　式

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200 1

床置き立形（FRV）

リモコン・木台・架台

空冷ヒートポンプエアコン(シングル)

25.0（6.3～28.0）kW

28.0（7.0～35.0）kW

9.13

8.50

ロビー

パッケージ型

空調機

資料収集室 型　　式

付 属 品

暖房能力

冷房能力

空冷ヒートポンプエアコン(シングル)寒冷地用

10.0（3.3～11.2）kW

壁掛形（WR)

11.2（2.8～15.7）kW

リモコン・ドレンアップメカ・架台

3 200

2.61

3.00

1ACP-7

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

R7年度施工済み

M-03

リモコン・ドレンアップメカ・架台



型　　式

記　号 名　　　称 系　統　名 仕　　　　　　　　様 数量
電　動　機

Φ ＫＷＶ
備　　考 記　号 名　　　称 系　統　名 仕　　　　　　　　様 数量

電　動　機

Φ ＫＷＶ
備　　考

冷　暖　房　機　器　表

3 200

特記事項

型　　式 3 200

型　　式

型　　式

付 属 品

1

1

1

型　　式 1

型　　式 1

型　　式

付 属 品

3 200 1

（撤去）

BH-1 温水ヒーター 真空式 缶体出力 130.000kcal/h(60℃～70℃)

伝熱面積 4.9m2 最高使用圧力 50mAq

1

白灯油 18.0L/h

SM-1 同上煙道

PH-1 温水循環ポンプ

付 属 品 BV65*2 PG*2

1

TE-1 膨張タンク 密閉式 80L

 

ライン形 50Φ*180L/min*11m

充填圧 1.0kg/cm2 最高使用圧 3.0kg/cm2

H-1 ヘッター （往）150Φ*900L

200Φ*3.2ｔ*4.500L

BV65 GV50 GV40 GV25 水高温度計*3

HR-1 型　　式ヘッター （返）150Φ*1.200L

水高温度計*3
BV65 GV50 GV40 GV25 SV20

STAF65 STAT50 STAT40

TO-1

タンク

TO-4 4.000L(1.300Φ*3.000L-6.0ｔ)

付 属 品

消火器ABC-10型*2本(保管箱付)付 属 品

型　　式

付 属 品

空調機

パッケージ型 型　　式

付 属 品

暖房能力

3 200 1

空調機

パッケージ型 型　　式

付 属 品

暖房能力

冷房能力

200

リモコン・木台・架台

PO-1・2 オイルポンプ うず流形 20Φ*5L/min*20m 0.2

GV25*2　FJ25*300L*1

TOS-1 オイルサービス

タンク

Tos-90 90L(400*400*650H-3.2t)

側圧式油面計

鋼製架台 H=1.500

ACP-1 図書室

図書室

空冷ヒートポンプエアコン

SUS防雪フード・架台

ACP-1-1

   -1-2

   -1-3

   -1-4

(屋外機)

(屋内機)

カセット形(2方向吹出し・天井材組込用パネル)

1 42.17

7.81

(1)機器類の基礎は残置とする ｡

(2)ﾘﾓｺﾝは撤去、配線は残置とする。

地下オイル

0.75

廃止処理

破壊処理共

破壊処理共

0.5 残置

残置

残置

残置

残置

残置

残置

残置

空冷ヒートポンプエアコン

図面番号年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事

工事名称

図面名
宮古市

空調機

パッケージ型 型　　式

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200 1ACP-1 映像展示室 空冷ヒートポンプエアコン　天吊形

7.1kW

8.0kW

架台

(屋外・屋内機)

2.67

破壊処理共

空調機

パッケージ型

付 属 品

暖房能力

冷房能力

3 200 1ACP-4 事務室

7.1kW

8.0kW

架台

(屋外・屋内機)

2.67

破壊処理共

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

冷媒ﾌﾛﾝ回収

冷媒ﾌﾛﾝ回収

冷媒ﾌﾛﾝ回収

冷媒ﾌﾛﾝ回収

型　　式 空冷ヒートポンプエアコン　天井カセット型

付 属 品 架台

空調機

パッケージ型 3 200 1

破壊処理共

冷媒ﾌﾛﾝ回収ACP-3 郷土資料室 型　　式

付 属 品

暖房能力

空冷ヒートポンプエアコン

SUS防雪フード・架台

11.2kW

冷房能力 10.0kW

3.76

冷房能力 26.5kW

22.3kW

6.6kW

6.5kW

R7年度施工済み

R7年度施工済み

(屋外・屋内機)

M-04

残置

空調設備　機器表（残置・撤去）

危険物表示板(撤去)



A

B

C

D

E

１ ２ ３ ４ ５

機械室

郷土資料室

図　書　室

閉架式書庫

WC

WC（M） WC（W）

湯沸室

書　庫

管理事務室

休憩室

物入

物入

ロビー

風除室

ポーチ

ポーチ

40

112

28
0

Φ12.7-25.4　25VP　配管化粧カバー

112

ACP-1

天井内隠ぺい
Φ9.52-15.88　20VP

Φ9.52-15.88　20VP　配管化粧カバー

7,500 8,000 8,000 8,000

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3
1
,
0
0
0

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

屋外露出

屋内露出

屋内露出

112

160112 80 112 112 160 40

28
0

112
防虫網20A

防虫網20A 防虫網20A 防虫網20A

Φ6.35-12.7　20VP　配管化粧カバー

ACP-3 ACP-3

ACP-3

ACP-4 ACP-6ACP-2 ACP-5

ACP-8

防虫網25A

機械はつり 125mm*350mm程度

空調設備　１階平面図（新設）

図面番号年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事
図面名

1/150

宮古市

工事名称

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

天井点検口450　新設　

天井点検口450　新設　

事務室

天井点検口450　新設　

天井点検口450　新設　

機械はつり 100mm*200mm程度

112

既存貫通部利用

Φ9.52-15.88　20VP　配管化粧カバー
屋外露出

Φ9.52-15.88　20VP　配管化粧カバー
屋外露出

屋外露出
Φ9.52-15.88　20VP　配管化粧カバー

天井点検口450　新設　 天井点検口450　新設　

天井点検口450　新設　

防虫網20A

屋内露出
Φ9.52-15.88　20VP　配管化粧カバー

M-05

天井内隠ぺい
Φ9.52-15.88　20VP　

既存貫通部利用N＝3



8,000 8,000 8,000

天井点検口450　新設

A

B

C

D

E

１ ２ ３ ４ ５

WC

WC（M） WC（W）

湯沸室

資料収集室

企画展示室１ 映像展示室

編集室

準備室

第1展示室

第2展示室

ロビー

企画展示室２

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3
1
,
0
0
0

7,500

31,500

160

Φ9.52-15.88　20VP　配管化粧カバー Φ9.52-15.88　20VP　配管化粧カバー
屋外露出 屋外露出

Φ9.52-15.88　20VP　
天井内隠ぺい

Φ
9
.5

2-
1
5.

8
8　

2
0
VP

　
配

管
化

粧
カ

バ
ー

屋
内

露
出

Φ
9.

5
2-

1
5.

88
　

2
0
VP

　
配

管
化

粧
カ

バ
ー

屋
外

露
出

160

8
0

112
防虫網20A

屋外露出
Φ9.52-15.88　20VP　配管化粧カバー

Φ9.52-15.88　20VP　
天井内隠ぺい

ACP-2 ACP-5 ACP-1

空調設備　２階平面図（新設）

図面番号年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事
図面名

1/150

宮古市

112

天井点検口450　新設

天井点検口450　新設

天井点検口450　新設

天井点検口450　新設

天
井

内
隠

ぺ
い

Φ
9
.5

2
-1

5
.8

8　
20

V
P　

工事名称

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

ACP-7

M-06

天井点検口450　新設

機械はつり 100mm*200mm程度 N＝3
既存貫通部利用



パッケージエアコン撤去　80　

A

B

C

D

E

１ ２ ３ ４ ５

郷土資料室

閉架式書庫

WC

WC（M） WC（W）

湯沸室

書　庫

事務室

管理事務室

休憩室

物入

物入

ロビー

風除室

ポーチ

ポーチ

7,500 8,000

31,500

8,000 8,000

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3
1
,
0
0
0

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

機械室

図　書　室

A

郷土資料室 機械室図　書　室

２ ３ ４

点線太線の機器・配管は残置

OV

32

実線太線の機器・配管は撤去（廃止処理共）

80

80 80

ACP-1

56

56

TO-1

図面番号年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事

工事名称

図面名

1/150

宮古市

タンク内部砂充填　4.5ｍ3(材料費、運搬費、労務費共)

洗浄水・スラッジ　200L(処分費、運搬費共)

マンホール及び検知管頭部モルタル補修

地下タンク内部清掃及び洗浄

消防届け出　(廃止届)

ACP-4

室外機撤去

空冷ヒートポンプエアコン(屋内機)型　　式

オイルタンクの施工方法について、標準仕様を準用し、廃止処理とする。

12.7φ／25.4φ

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管撤去

冷媒ﾌﾛﾝ回収・破壊処理共

室外機撤去・冷媒ﾌﾛﾝ回収

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管撤去

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

12.7φ／25.4φ

ACP-3

12.7φ／25.4φ

M-07

灯油　4,000L　(残置)地下オイルタンク廃止処理(計量器共)

空調設備　１階平面図（残置・撤去）

配管残油吸引作業(処分費共)

消火器残置　危険物表示板撤去



A

B

C

D

E

１ ２ ３ ４ ５

WC

WC（M） WC（W）

湯沸室

資料収集室

企画展示室１ 映像展示室

編集室

準備室

第1展示室

第2展示室

ロビー

企画展示室２
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,
5
0
0

7
,
5
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3
1
,
0
0
0

7,500 8,000 8,000 8,000

31,500

80

空冷ヒートポンプエアコン(屋内機)

パッケージエアコン撤去　80　

型　　式

空調設備　２階平面図（撤去）

図面番号年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事
図面名

1/150

宮古市

工事名称

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

12.7φ／25.4φ

冷媒管・ﾄﾞﾚﾝ管撤去

冷媒ﾌﾛﾝ回収・破壊処理共

点線太線の機器・配管は残置

実線太線の機器・配管は撤去（廃止処理共）

M-08

12.7φ／25.4φ



10.0ｍ2（参考）

20.7ｍ2（参考）

16.7ｍ2（参考）

65.2ｍ2（参考） 28.4ｍ2（参考）

A

B

C

D

E

１ ２ ３ ４ ５

機械室

郷土資料室

図　書　室

閉架式書庫

WC

WC（M） WC（W）

湯沸室

書　庫

事務室

管理事務室

休憩室

物入

物入

ロビー

風除室

ポーチ

ポーチ

7,500 8,000

31,500

8,000 8,000

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3
1
,
0
0
0

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

床養生箇所

図面番号年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事

工事名称

図面名

1/150

脚立足場

宮古市

1)外部作業の仮設について、高所作業車とする。

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

空調設備　仮設平面図1(参考)

M-09



A

B

C

D

E

１ ２ ３ ４ ５

WC

WC（M） WC（W）

湯沸室

資料収集室

企画展示室１ 映像展示室

編集室

準備室

第1展示室

第2展示室

ロビー

企画展示室２

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3
1
,
0
0
0

7,500 8,000 8,000 8,000

31,500

床養生箇所

14.9ｍ2（参考） 33.8ｍ2（参考）

20.3ｍ2（参考）

図面番号年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図管 理 建 築 士

記

事
図面名

1/150

宮古市

脚立足場

工事名称

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

22.7ｍ2（参考）

空調設備　仮設平面図2(参考)

屋外作業の仮設については、高所作業車とする。

M-10



年月日

 テレビアンテナ（  ＡＵ－  ＢＳＡ－  ＣＳＡ－　　） ＡＶ－７．テレビ共同受信設備200/10012．完成時提出書類 幹線　　　単相　　線式　 　　　　Ｖ　　５０Ｈｚ 通3１．電　気　方　式書類名 内　　　容 規　格 部　数 備　　　　　考
※  壁面取付形  自立形）分岐　　　単相　　線式　 　　　　Ｖ100  地上波アンテナマスト（2 信ＣＤ－Ｒ 岩手県電子納品ガイドラインによる ２修正設計図　．工　事　概　要

図面  ＢＳ用アンテナマスト（・  壁面取付形  自立形）分岐　　　単相　　線式　 　　　　Ｖ2002完  施工図 関係者一覧表．製作図．機器取扱説 情１．工　事　名　称 ８．監視カメラ設備  白黒方式  カラー方式　蛍光灯器具安定器の種別及び点灯方式、力率、定格入力電圧、周波数は図示以外は成  １ 説明書．試験成績書．緊急連絡先一 Ａ４版 ２．蛍　　光　　灯電 報図 下記による。２．工　事　場　所 覧表．保証書．官庁届出書類写．産 設置工事（ ※  本工事  別途）  配管  配線  機器  ９．防　犯　設　備 金文字入黒表紙 設業廃棄物処理関係書類写等。 ２ 蛍　　光　　灯　　の　　種　　類 標準図記号３．建　物　概　要
10．入退室管理設備 テンキー式 ２つ折 ＩＣカード式  バイオメトリクス式  なお、一冊の厚さは１０cm程度とす 磁気カード式表紙 備

環形のランプ ＧＬ１５ 市販ファイル消防法施行令 製本 る。建　物　名　称 備　　考耐火種別構　造 有窓・無窓階　数  ３（別表１）
 受信機 　　形　　　級　　　回線  壁掛形  自立形１．自動火災報知装置

１５形以下 ＧＬ１５ 　　　　　　　　　　　　　　アドレス灯
直管形の 防雨形器具、防湿形器具、シーリングライト、工事用  単独 16 16 複合盤（自火報　　回線　自動閉鎖　　回線　ガス漏れ警報　　回線）ＧＬ１５２０形 火 ２カラー ＣＤ－Ｒ 岩手県電子納品ガイドラインによる プルスイッチ付き電池内蔵形非常用照明器具  副受信機　　　回線ラ　ン　プ完成用写 上記以外のもの２０形 ＧＨ１５  機器収容箱  専用形（  埋込形  露出形）  屋内消火栓箱に組込み一 災撮影場所及その説明を記載するカラー サービス版 ４０形及び１１０形 ＲＨ１５真４．工　事　種　目（ 　印のついたものを適用する。）  非常ベル（自動式サイレンを含む）２．非常警報装置 １ 工事写真の撮り方による

ＥＬ１５高輝度誘導灯実　態 デジタルカメラも可とする（注） 設  非常放送装置建物別及び 工　　　　事　　　　種　　　　別 市販工事写真帳  Ａ４版 報調査用 ＰＨ１備　　　　　考 ルーバー又は照明カバー付、防雨形、防湿形屋外  連動制御器　　　回線（遠方復帰機構　　　回線） ２ （注）ただし、仕様については ３．自動閉鎖装置工事種目 （表紙）
Ｈｆ形のランプ ルーバー又は照明カバーが取付け可能な器具 ＰＨ１監督員と協議すること　電　灯　設　備  単独（  壁掛形  自立形）  火報受信機などとの複合盤

知 １ 上記以外の露出形及び下面開放形　動　力　設　備 ＰＨ１保守管理  Ａ４版  自動閉鎖機構
使用者が容易に理解できるもの日常保守管理案内書  ２般 ﾌｧｲﾙ  防火戸用（本工事、電磁式又はラッチ式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）　電　熱　設　備 案内書 ＰＮ９コンパクト形のランプ Ｈ１６,２４,３２形　Ｐ３２,４５形

設  防煙ダンパ用（別途、瞬時通電式又は電動式、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下、備　雷 保 護 設 備  直管形　 Ａ４版 材料 　　　（　※　Ｈｆ形　　　　一般形　　　　　　　　　） 　環形３．蛍光ランプ １ 補助監督員が認印したもの主要材料 　　　　　　　　　　　　　　　遠方復帰機構（電動式）、ＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下） コンパクト形　ﾌｧｲﾙ 　　　（　※　Ｈｆ形　　　　一般形　　　　　　　　　）検収簿　受 変 電 設 備
 防火シャッタ用（別途、ＤＣ２４Ｖ、０．６Ａ以下）光源色　　※　三波長域発光形昼光色　　　　電球色　　　昼白色　　　　電力貯蔵設備  原図原図、 備

 提出しない 原図の提出は原則として、シート  自動開放機構  排煙ダンパ（別途、排煙機運転用連動機構付）※ 電池内蔵形  電源別置形４．非常用照明器具　発　電　設　備 陰画、  陰画 ファイルに入れて納品する
※ 飛び出し形  外部固定形５．ハイテンション　構内情報通信網設備  提出する原稿  原稿  受信機 　　　回線（  都市ガス用  液化石油ガス用）４．ガス漏れ警報装置

共 ※ 銅合金製  アルミ製　　アウトレット　構内交換設備  単独（  壁掛形  自立形）  火報受信機などとの複合盤
　埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（２５）６．予　備　配　管※　その他の電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。　情報表示設備

１．監視制御対象設備  動力設備  受変電設備  発電設備  火災報知設備を１本、５個以上の場合（２５）を２本、天井まで立上げる。　映像・音響設備
中

２．表示操作盤  自立形 鋼性テープ  壁掛形　拡　声　設　備  プライヤー13．完成検査時  ペンチ ＋ － ドライバー 幹線　　　三相３線式　　２００Ｖ　　５０Ｈｚ１．電　気　方　式 央
 メガー　誘導支援設備  懐中電灯  テスター 組込み機器 アルミ製脚立 分岐　　　三相３線式　　２００Ｖ必携工具等 動 監 制
 機器製作図 施工図 接地抵抗計 検電器　テレビ共同受信設備 ２．警　　報　　盤 ３．監視制御装置※ 壁掛形（電源装置　　　※ 内蔵  別置） 構成機器  グラフィックパネル  ミニグラフィックパネル通 力 視 電界強度測定器 御 カラーテレビ 照度計　監視カメラ設備  プラズマディスプレイ  操作卓※　埋込連用形配線器具３．電磁開閉器用押釦

 ＣＲＴディスプレイ　　（設駐車場管制設備  グラフィック形） キャラクタ形設　　（遠方操作用）　　（遠方操作用）
　電動機などへの接続は本工事とする。　防犯・入退室管理設備  中央処理装置  伝送端末局（子局）４．機器への接続 備14．耐震施工 備設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政法人建築研究所

　火災報知設備 　図示以外は金属管接地とする。  作表用印字装置  雑印字装置　　　形５．電動機等の接地
　中央監視制御設備

１．工　事　範　囲  管路  配線  機器類設計用標準水平震度（Ｋｓ）は下表による。 幹線　　　　相　線式　　　　　Ｖ　　５０Ｈｚ１．電　気　方　式
　 事 電  高圧　　　三相３線式　　　６ｋＶ　　５０Ｈｚ２．電　気　方　式分岐　　　　相　線式　　　　　Ｖ

設　計　用　標　準　水　平　震　度　（Ｋｓ）  低圧　　　単相３線式　２００／１００Ｖ熱　 表玄関ポーチ　　約　　　㎡２．施工場所及び面積
　構内配電線路  低圧　　　単相２線式　１００Ｖ設特定の施設 一般の施設  　　　　　　　 約　　　㎡
　構内通信線路 設置場所  低圧　　　三相３線式　２００Ｖ内備重要機器 重要機器以外 重要機器 重要機器以外
　電波障害調査

 地中埋設式３．ふ　設　方　法  架空線式※高圧　　　三相３線式　　　６ｋＶ　　５０Ｈｚ１．電　気　方　式上層階・屋上
配 ※ 一般用 高圧負荷開閉器２．０（２．０） １．５（２．０）  耐重塩じん用４．柱　上　機　器１．５（２．０） １．０（１．５） 低圧　　　三相３線式　　２００Ｖ及び塔屋　．工　事　仕　様

項 ※ 地絡継電器付き（  無方向性）※  方向性低圧　　　単相３線式　　１００Ｖ／２００Ｖ受１．共　通　仕　様  避雷器　　　　　　　　　　　　　※ 一般用  耐塩用電中　間　階 １．５（１．５） １．０（１．５） ０．６（１．０）１．０（１．５）
※ 屋内用  屋外用２．配　　電　　盤図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気  高圧カットアウト、がいしなど　　※ 一般用  耐塩用変１階及び地下階 ０．４（０．６）１．０（１．０） ０．６（１．０） ０．６（１．０）
※ キュービクル式配電盤  高圧スイッチギヤ

線 ５．高圧ケーブルの 屋外側　　　※ 一般用  耐塩用（注）（　）内数値は、防震装置付き機器などの場合を示す。
３．主遮断装置 ※ 限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器（ＰＦ－Ｓ）  高圧交流遮断器（ＣＢ）  処理者銘板取付（屋内外共、線名、作業日、氏名を表示）　　端　末　処　理 ※電　重要度の高い設備機器

　　定格遮断電流　　　　　ｋＡ 配電盤  発電装置  交換機  ＵＰＳ  直流電源装置 ６．そ　　の　　他 東北電力（株）外線工事基準（架空線編）に準ずる。路２．特　記　仕　様 設 変圧器総容量 　　　　　ｋＶＡ４．設　備　容　量 増幅器（自立形）  受信機（自立形）  情報通信ラック印の付いたものを適用する。 ７．外　灯　設　備１）項目番号 定格電圧　　　　Ｖ　　　　Ｗ

印の付いたものを適用する。２）特記事項 備 ５．進相用コンデンサ ※ 低圧  高圧 建築工事 本工事  管路１．工　事　範　囲 梁貫通部の補強及びスリーブ  配線補強15．他工事との取合い　印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。
構６．自動力率制御装置 ※ 無効電力検出方式  力率検出方式 本工事スリーブ印と※印の付いた場合は、共に適用する。 ２．用　　　　　途  電話用  火災報知用 時計・拡声用内

 床、壁の仮枠及び補強 仮枠 通 本工事 ※  地中埋設式  架空線式３．ふ　設　方　法章 項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 信１．直流電源装置 ※ 非常用照明器具電源、受変電設備制御電源共用  受変電設備専用補強  本工事  建築工事
線電

 本工事 天井埋込形器具 墨出し 路 メーカーの標準色  指定色（　　　　　　　） 標準色 （2.5Y 8.5/1） 力
 建築工事 本工事下地切込

用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） １．目　　　　　的  事前調査  事後調査２．交流無停電電源設備貯 建築工事 本工事仕上げ材切込
　　（ＵＰＳ） 容量　　　　　ｋＶＡ 電 本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のもの ２．調　査　項　目  受信レベル測定（帯域内全電力）地上波デジタル  ＭＥＲ　変調誤差比蔵 建築工事 本工事補強

（各チャンネル毎） とする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。  ＢＥＲ　ビット誤り率 コンスタレーション波設 埋込形分電盤.端子盤.プルボックス  本工事仮枠
 Ｄ／Ｕ　妨害波比  スペクトラム測定 使用する機材が、（社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 備 障 本工事  建築工事補強  画像評価画像撮影 設備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕　　　　　　　性能証明 害

１．ディーゼル発電 電気方式　　三相３線式　５０Ｈｚ　　　電圧　　　Ｖ　　　定格出力　　　ｋＶＡ ３．調　査　地　点 　　　　　ポイント 路上 　　　ポイント 様書第１編第１章第４節１．４．２（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資  本工事  機械工事壁用換気扇 換気扇 　　装　置 調
 料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定される製作図、試験成績 原動機 連続運転時間　　　　時間 ４．調査チャンネル数  ＵＨＦ　　　チャンネル 機械工事天井扇及び換気筒  本工事

査発 書等は除く。 定格出力　　　　ＫＷ以上　　　　始動方式　　※ 電気式  空気式 本工事  機械工事空調換気扇 ５．提　出　書　類  報告書（写真共）　　　部
水冷循環式　　　｛　　　　ＰＳ以上｝　　　冷却方式　　※ ラジエータ式 機械工事 本工事有圧換気扇 適用する。

２．ガスタービン発電電 電気方式　　三相３線式　５０Ｈｚ　　　電圧　　　Ｖ　　　定格出力　　　ｋＶＡ 本工事電源供給
（工事カルテ） 　　装　置 原動機 浄化槽  本工事電源供給 　「機器取付高さ」は、下記を標準とする。 ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。一  空気式定格出力　　　　ＫＷ以上　　　　始動方式　　※ 電気式 工事現場におく電気保安技術者は、当該施設の電気技術員及び当該施設を保守管理する 設制御盤  別途工事

　　　｛　　　　ＰＳ以上｝ 機　　　　　器 取付高(ｍｍ)測　　　点 機　　　　　器取付高（ｍｍ） 測　　　点 東北電気保安協会等を補佐し、工事期間中の電気工作物の保安及び工事監理の業務を行  機械工事 本工事制御盤以降の配管
約1,800３．燃　　　　　料 種類  軽油  灯油  Ａ重油 地上～引込点地上～窓中心 うものとする。 引込線引留め高取引用計器共 機械工事 本工事〃　配線、結線 電備 地上～引込点引込線引留め高 天井～上端 200集合保安器箱※燃料小出槽工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり建築基準法、労働安全

 本工事  建築工事基礎 屋外受変電設備 端子盤（廊下、室内） 300床上～下端主貯油槽　　　　　　● なし  あり（  別途  本工事 ）衛生法等の関係法令等に従ってこれを行う。
通 建築工事 本工事基礎 自立形制御盤 1,500床上～中心端子盤（ＥＰＳなど）太陽電池アレイ公称出力 　　　ｋＷ４．太陽光発電装置般 工事用仮設電力・水等の費用、官公署等への諸手続等の費用、及び本電源受電後引渡し  自立形アンテナ  本工事  建築工事 1,500床上～中心基礎 分　電　盤（壁掛形）パワーコンディショナ　　　相　　線式　定格出力　　ｋＷ

又は、使用開始までの電気料金は、関係各請負業者において協議の上負担すること。・水・その他 （上端2,000以下） 床上～中心 300壁付アウトレット(一般) 建築工事 本工事 天井点検口 話

雷
保
護
設
備

 突針  むね上導体  笠木（別途）など１．受　　雷　　部 200床上～中心床上～中心 壁付アウトレット(和室)1,300スイッチ　（一般） 支給品 本工事 屋外キュービクル受変電設備用消火器
1,200 壁掛形親時計床上～中心 1,500床上～中心スイッチ　（和室）別契約の関係請負者の定置する足場、さん橋の類は、無償で使用できる。 ２．避　雷　導　線  引下げ導線　　　※ 建築構造体利用 時 支給品 本工事 同上消火器ボックス 電 （上端2,000以下）300床上～中心ただし、別契約の関係請負者の工程に著しいずれのある場合は、この限りでない。 コンセント（一般） 計３．接　　地　　極 ※ 接地極埋設  建築構造体利用

16．フラッシュプレート 金属製（ステンレス、新金属も含む）  樹脂製 壁付子時計200コンセント（和室） 2,300床上～中心 床上～中心
工事の施工により、建造物を破損し、著しくはつり、穴明け等により改造しようとする共 拡

2,300コンセント（台上） 台上～下端 床上～中心100 壁付形スピーカ工事着手前に、取外し機器が接続されている分岐回路の、絶縁抵抗を測定する。17．取外し機器 声修　　復 場合は、直ちに監督員に報告し、その施工方法等を記載した詳細図を提出し、監督員の
形式  ボタン電話装置  デジタルＰＢＸ　　●　ＩＰＰＢＸ　　●　ＶｏＩＰサーバ１．電話交換機 ファン下端 壁付アッテネータ床上～下端 1,300床上～中心コンセント(ファン用)承諾を得て、すみやかに修復、若しくは改造を行うと共に、当該工事前後の状況写真を 取外し再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定のうえ、取付ける。

回線数　　　内線　　　／　　　回線　　　　局線　　　／　　　回線 警 表　示　盤 2,300800～1,000 床上～中心床上～中心コンセント（厨房）提出すること。 構
18．ハンドホール  ブロックハンドホール 現場打ちハンドホール 報電話機１台につき、下記のものを見込む２．電話機への配線 壁付発信機1,300 1,300床上～中心 床上～中心コンセント（車庫）敷地内において、障害物並びに危険物を発見した時、又は貴重品と思われる物の発掘が

・  電気マーク入り 内鉄蓋  県章マーク入り  ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ　（  ２０ｍ 　　ｍ）あった場合は、監督員に報告しその指示を受ける。 2,300500～1,000床上～中心 ベル,ブザー,チャイム 床上～中心コンセント（機械室） 表 重荷重型防水  中荷重型防水  ＥＭ－ＥＢＴ  ０．４－２Ｐ　（  ２０ｍ 　　ｍ）　　　 壁付押ボタン(一般)交 地上～中心 床上～中心1,000～1,300 1,300コンセント（屋外） 示通 (１)引渡しを要するもの
等床上～中心ブラケット（一般） 2,100～2,30019．保　険 本工事の請負者は、工事期間中工事目的物及び工事資材に対して、下記により組立

イ
ン
ター

換※　なし 　あり（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ※ 一般電話用 　　　個　（  納入する  取り付ける）３．ローテーション
壁付インターホン(一般)約2,500ブラケット（踊場） 床上～中心 床上～中心 1,300保険に加入し、その保険証書の写しを監督員に提出する。 　　アウトレット(２)特別管理産業廃棄物 設 ※ 銅合金製  アルミ製

ホ
ン

150 床上～中心 300鏡上端～中心 壁付アウトレット(一般)加入金額　　　　　　請負金額の100％ ブラケット（鏡上）　　（亀甲形）※　なし 　あり（  ＰＣＢ使用機器 灯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
備加入時期及び期間　　資材搬入前から工事完成30日後まで 壁付アウトレット(和室)1,500以上 200避難口誘導灯 床上～下端 床上～中心４．保安器用接地 ※ 本工事  別途工事ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

床上～上端 200天井～上端1,000以下 機器収容箱廊下通路誘導灯なし テ　あり20．経年検査(３)上記(１)(２)以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用
種類（  １０ＢＡＳＥ－Ｔ  １００ＢＡＳＥ－ＴＸ  １０００ＢＡＳＥ－Ｔ１．構内情報通信網設備事 床上～中心レ 300直列ユニット（一般）減量化等を図るものとし、処理方法等は監督員と協議する。 　　　）　ＡＴＭ ビ1,500床上～中心 200床上～中心壁掛形制御盤 直列ユニット（和室）再利用・減量化等を含めた発生材の処理費用は別途とする。 動本工事は建物を使用しながらの工事であること。21．施工条件 ２．情報表示設備  情報表示盤（  発光ダイオード式  磁気浮動式  プラズマ式  液晶式） 受　信　機（上端2,000以下） 床上～操作部 800～1,500通

(4)産業廃棄物税について  親時計 　　　回線　　※ 壁掛形  自立形 　複合防災盤組込 副受信機1,500開閉器箱 床上～中心 800～1,500床上～操作部力 火本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手県内の最終処分場(中間処理施設経由を含む） 　（  電子式チャイム組込み  プログラムタイマー組込み） 床上～操作部電磁開閉器用押ボタン 1,300 機器収容箱床上～中心 800～1,500信
に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理

　増幅器　　　　Ｗ３．映像・音響設備 呼出ボタン(便所用) 900 床上～操作部 800～1,500床上～中心 発　信　機災・すること。項  ＶＴＲ　　（ ※  Ｓ－ＶＨＳ  ＤＶ 　　　） 2,100床上～中心表　示　灯壁付インターホン身 1,300床上～中心建設副産物適正処理推進要綱に従い処理する。
報 プロジェクタ　　（ ※  前面投写式  背面投写式） 床上～中心警報ベル（親機） 2,300情 構外搬出距離　　Kmを超え　　Km以下　（ＤＩＤ地区  有  無）

250壁付インターホン 液化石油ガス用検知器 床上～上端４．拡声設備 障 増幅器 　　　　Ｗ　　　※ 卓上形  キャビネットラック形 床上～中心 1,100 知（土の処分費用のみ別途とする）
（玄関子機） 天井～上端 150都市ガス用検知器(軽質)報

５．誘導支援設備  身体障害者用インターホン 者 構外指示の場所に搬出する。 廊下表示灯 250床上～上端都市ガス用検知器(重質)
床上～中心 1,300 トイレ等呼出し装置　　　　受入れ施設名・住所（Km) 設 （復旧ボタン付）

用 音声誘導装置※ 構内指示の場所に敷きならす。 「使用中」「施錠中」
1,500床上～中心備  インターホン（  受付用 　　　　　　）６．呼出し設備 表示灯 構内指示の場所にたい積する。

1,100床上～中心スイッチ
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営繕工事写真撮影要領　(最新版)

11．建設発生土の処理

10．発生材の処理

９．建造物の破損、

８．足場その他

７．工事用の電力

６．安全衛生管理

５．電気保安技術者

４．工事実績情報の

３．機材の品質

２．機　　材　　等

１．適 用 基 準 等

登　　録

※監督員の指示による

延面積(㎡）

監修）」による。なお、本工事の施設分は（　　　特定の施設　　　　一般の施設）とし、● ●

RC 2F 1，492.90

記

事
縮　尺 図面名

工事名称 図面番号

Ｅ－０１

宮古市　川井第２地割　地内

電気設備改修工事 特記仕様書

電気設備改修工事 特記仕様書

宮古市

最新年版及び同設備・環境課監修公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)最新年版による。

設備工事編）最新年版、同公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）最新年版、同電気設備工事監理指針

北上山地民俗資料館

構

北上山地民俗資料館空調設備改修工事

屋外屋内

北上山地民俗資料館空調設備改修工事



Ｓ＝ＮＯＮ

年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図

図面名

工事名称管 理 建 築 士 図面番号

記

事
動力盤図

空調機

ＭＣＢ３Ｐ　　　　

２２５ＡＦ／２００ＡＴ

３Φ３Ｗ　２００Ｖ　５０Ｈｚ

セパレータ

ＣＶＴ

１００

負荷名称回路記号 最大消費電力（KW） 負荷記号最大運転電流（Ａ）定格運転電流（Ａ）

Ａ ７．６０ ８．０ ２４．４ ACP-3

空調機Ｂ ８．６３ １４．３ ３１．１

空調機Ｃ ８．６３ １４．３ ３１．１

空調機Ｄ ８．６３ １４．３ ３１．１

空調機Ｅ ８．６３ １４．３ ３１．１

空調機Ｆ ９．９５ ２８．６ ４２．７

予　備

予　備

Ｓ　Ｐ

Ｓ　Ｐ

ACP-1

ACP-1

ACP-1

ACP-1

ACP-8

ＣＶＴ

１００
ＱＰよりＱＰより

ＭＣＢ３Ｐ　　　　

２２５ＡＦ／２００ＡＴ

Ｍ－２盤へ

ＣＶＴ

１００

空調機

ＭＣＢ３Ｐ　　　　

２２５ＡＦ／２００ＡＴ

ＣＶＴ

１００

負荷名称回路記号 最大消費電力（KW） 負荷記号最大運転電流（Ａ）定格運転電流（Ａ）

Ｇ ７．７０ ９．５ ２４．７

空調機Ｈ １．６１ ３．３ ９．４

空調機Ｉ ８．６３ １４．３ ３１．１

空調機Ｊ ７．６０ ８．０ ２４．４

空調機Ｋ ６．３４ ７．４ ２２．９

空調機Ｌ ６．９２ ６．２

ACP-1

ＱＰより

　　　－　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　４０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　Ｘ　４

　　　　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　３０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　Ｘ　１

Ｂ Ｅ

Ａ

　　　　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　５０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　Ｘ　１Ｆ

　Ｓ　Ｐ　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　５０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　　×　２

　予　備　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　５０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　　×　２

Ｍ

Ｎ

Ｓ　Ｐ

Ｓ　Ｐ

予　備

予　備

空調機

空調機

　　　　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　４０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　　×　２

　　　　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　２０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　　×　１

Ｉ

Ｈ

Ｍ

　Ｓ　Ｐ　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　５０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　　×　２

　予　備　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　３０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　　×　２

ACP-7

ACP-6

ACP-3

ACP-4

ACP-5

ACP-2

ACP-3

８．６３ １４．３ ３１．１

７．６０ ８．０ ２４．４

２２．０

　　　　　　　　ＥＬＢ　　３Ｐ　　５０ＡＦ／　３０ＡＴ　Ｆ　３０ｍＡ　　×　５
Ｇ Ｊ Ｋ

ＮＬ

※　動力分電盤　（Ｍ－１）　屋外壁掛け　防水型　屋根なし 鋼板製 ※　動力分電盤　（Ｍ－２）　屋外壁掛け　防水型　屋根なし 鋼板製

宮古市

　R7年度施工済み

　R7年度施工済み

　R7年度施工済み

　R7年度施工済み

北上山地民俗資料館空調設備改修工事
Ｅ－０２



年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図

図面名

工事名称管 理 建 築 士 図面番号

記

事
空調動力設備 １階 平面図

DE

１

機械室

郷土資料室

図　書　室

閉架式書庫

WC
WC（M）

WC（W）
湯沸室

書　庫

事務室

管理事務室

休憩室
物入 物入

ロビー

風除室ポーチ

ポーチ

7
,
5
0
0

8
,
0
0
0

3
1
,
5
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8,000

31,000

7,500 7,5008,000

C B A

２
５

４
３

4
0

1
1
2

28
0

160 160

160

1
60

1
12

11
2

A
CP

-1

1
1
2

1
60

11
2

80
1
12

1
12

16
0

4
0

280

160 160

1
60

16
0

11
2

A
CP

-3
AC

P-
3

A
CP

-4
AC

P-
6

A
CP
-2

A
CP

-5

A
CP

-1
AC

P-
1

ACP-1ACP-1

A
CP

-3

ACP-8

2F

2F

2F

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

P・B400゜×300 （Z・WP）

P・B400゜×300 （Z・WP）

P・B400゜×300 （Z・WP）

P・B700×400×300 （Z・WP）

P・B400゜×300 （Z・WP）

P・B200゜×150 （Z・WP）

P・B200゜×150 （Z・WP）

P・B200゜×150 （Z・WP）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ク

カ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

ＭＬ

シ

Ｈ

Ｊ Ｋ

Ｎ

（ＺＧ７０）

（ＺＧ７０）

（ＺＧ２８）

Ｈ

I

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｉ

（ＺＧ５４）

（ＺＧ３６）

（ＺＧ３６）

ＭＬ

Ｊ Ｋ

Ｎ

（ＺＧ７０）

（ＺＧ７０）

（ＺＧ５４）

（ＺＧ３６）

Ｍ

Ｎ

（ＺＧ２８）

（ＺＧ５４）

（ＺＧ３６）

Ｎ （ＺＧ３６）

ス

セ

ソ

タ

（ＺＧ３６）Ｊ

Ｌ

（ＺＧ３６）

Ｍ

Ｎ

（ＺＧ５４）

（ＺＧ３６）

（ＺＧ３６）

立下げ

立下げ

立下げ

立下げ

(ZG28)

(ZG36)

(ZG36)

(ZG28)

P・B500゜×300 （Z・WP）

P・B500゜×300 （Z・WP）

P・B500゜×300 （Z・WP）

以降別図参照

EMｰCET100Sq E38Sq

FEP80（角）

ア イ ３φ２１０V　動力幹線

FEP80（角）

EMｰCET100Sq E38Sq（M-2）

（M-1）

キ

EMｰCET100Sq E38Sq（M-2）

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

（ＺＧ７０）

（ＺＧ２８）

（ＺＧ２８）

キ

（ＺＧ５４）

EMｰCET100Sq E38Sq（M-2） （ＺＧ７０）

（ＺＧ５４）

ク

(ZG28)

(ZG28)

(ZG28)
Ｍ－１動力盤

（ＺＧ３６）

（ＺＧ５４）

（ＺＧ５４）

Ｄ
Ｅ

Ｆ

 

Ｅ

Ｆ

（ＺＧ２８）

ウ

 

Ｅ

Ｆ

（FEP30）

エ

（FEP40）

（FEP50）

Ｅ

Ｆ

（FEP40）

（FEP50）

（FEP50）

カ

Ｆ 管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照
管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照

管内配線は、凡例（１）参照

Ｓ＝１／１５０

Ｈ・Ｈ 900×900×900ｈ

Ｈ・Ｈ 600×600×900ｈ

下段

以降別図参照

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

ＡＣＰ－３

立上・下 露出配管
ケーブルサイズ （仕様）

空 調 機

管理記号 サイズ（仕様）
配管配線

管理記号

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－８

ＡＣＰ－７

ＡＣＰ－６

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－３

ＡＣＰ－４

ＡＣＰ－５

ＡＣＰ－２

ＡＣＰ－３

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－１

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ５４）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ３６）

（ＺｰＧ３６）

（ＺｰＧ３６）

（ＺｰＧ３６）

・図中記入なき配管配線は、凡例（１）による

◎　凡例（１）　配管及び配線サイズ

特記事項

・図中記入なきものは下記による

１、　○内のカタカナ入り記号は、区間内配線の内容を示す。

２、　○内のアルファベット入り記号は、動力負荷（空調機）

単体への配線内容を示す。尚、凡例（１）参照のこと。

３、　埋設配管に於いて、埋設シート（Ｗ１５０：２段折）

敷設すること。

４、　室外機ユニットへの配線接続の際には、金属製可とう

電線管（ビニル被覆有り）を０．５ｍ使用のこと。

ＰＢ１５０×１５０×１５０（Ｚ３５・ＷＰ）とする。P・B(A)

共通事項

◎　凡例（２）　図中記入なき、プルボックスサイズ

埋設配管配線

埋設配管配線

埋設配管配線

埋設配管配線

オ

既設ハンドホール

既設ハンドホール

フェンス

Ｍ

Ｉ （ＺＧ７０）

（ＺＧ７０）

（ＺＧ７０）

サ

（ＺＧ５４）

Ｌ

Ｈ Ｊ Ｋ

Ｎ

宮古市
北上山地民俗資料館空調設備改修工事

施工済み

施工済み

凡例

本工事

（ＺｰＧ２８）

Ｅ－０３

根切り・埋戻し　H=500㎜程度

4
0
0

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥＴ ２２Ｓｑ　 Ｅ５．５

ＥＭ-ＣＥ ３．５Ｓｑ-４Ｃ

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ５．５Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０



年月日

縮　尺

承 認 検 図 製 図

図面名

工事名称管 理 建 築 士 図面番号

記

事
空調動力設備 ２階 平面図

ABCDE

１
２

３
４

５

WC

WC（M）

WC（W）
湯沸室

資料収集室

企画展示室１

映像展示室

編集室 準備室

第1展示室

第2展示室

ロビー

企画展示室２

7,5008,000

7
,
5
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3
1
,
5
0
0

8,000 7,500
31,000

16
0

16
0

80

11
2

AC
P-

7
パ

ッ
ケ

ー
ジ

エ
ア

コ
ン

（
既

存
）

2F

1
6
0

1
6
0

80

Ｇ

P・B400゜×300 （Z・WP）

P・B600×500×300 （Z・WP） P・B600×400×300 （Z・WP）

動力盤 Ｍ－２

P・B400゜×300 （Z・WP）

P・B400゜×300 （Z・WP）

Ｐ・Ｂ（Ａ）

上段

ク

以降別図参照
EMｰCET100Sq E38Sq（M-2） （ＺＧ７０）

（ＺＧ５４）

ク

サ以降別図参照

AC
P-

1

I

2F用

AC
P-

5

Ｌ

2F用

AC
P
-2

Ｍ

2F用

ク

ク

ケコ

EMｰCET100Sq E38Sq（M-2） （ＺＧ７０）

（ＺＧ５４）

Ｇ 管内配線は、凡例（１）参照 （ＺＧ２８）

ケ コ

ケ コ

Ｓ＝１／１５０

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

ＡＣＰ－３

立上・下 露出配管
ケーブルサイズ （仕様）

空 調 機

管理記号 サイズ（仕様）
配管配線

管理記号

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－８

ＡＣＰ－７

ＡＣＰ－６

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－３

ＡＣＰ－４

ＡＣＰ－５

ＡＣＰ－２

ＡＣＰ－３

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－１

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ５４）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ２８）

（ＺｰＧ３６）

（ＺｰＧ３６）

（ＺｰＧ３６）

（ＺｰＧ３６）

・図中記入なき配管配線は、凡例（１）による

◎　凡例（１）　配管及び配線サイズ

ＰＢ１５０×１５０×１５０（Ｚ３５・ＷＰ）とする。P・B(A)

共通事項

◎　凡例（２）　図中記入なき、プルボックスサイズ

特記事項

・図中記入なきものは下記による

１、　○内のカタカナ入り記号は、区間内配線の内容を示す。

２、　○内のアルファベット入り記号は、動力負荷（空調機）

単体への配線内容を示す。尚、凡例（１）参照のこと。

ケ

Ｍ‐１盤～Ｍ‐２盤間の幹線配線（EM-CET100Sq E38）は　

Ｒ７年度工事

Ｍ

Ｉ

Ｈ Ｊ Ｋ

Ｎ

（ＺＧ７０）

（ＺＧ７０）

（ＺＧ７０）

（ＺＧ５４）

Ｌ

コ

宮古市
北上山地民俗資料館空調設備改修工事

11
2

電線管（ビニル被覆有り）を０．５ｍ使用のこと。

３、　室外機ユニットへの配線接続の際には、金属製可とう

施工済み

施工済み

凡例

本工事

（ＺｰＧ２８）

Ｅ－０４

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥＴ ２２Ｓｑ　 Ｅ５．５

ＥＭ-ＣＥ ３．５Ｓｑ-４Ｃ

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ １４Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ８Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０

ＥＭ-ＣＥ ５．５Ｓｑ-３Ｃ　Ｅ２．０


